Ｔ・Ｏの仕事の内容と分担
　
　ミスを防ぐためにも４人のコミュニケーションが大切です。
赤色文字で書いてある「声出し」もできるようにしてください。
　スコアラーの仕事　
　①スコアーシートの記入　　　　　　　　※試合開始時刻の記入を忘れない（２４ｈ制で５分刻みで）
　　○第１・３Ｑは赤色、第２・４Ｑは黒色のボールペンで記入する。
　　○ファールの時は、審判に「ＯＫサイン」をしてP、P１、P２、P３などを記入する。
　　○フィールドゴールが決まったときは、得点を斜線(／)で消し、隣にプレーヤーの番号を書く。
３Ｐの時は、プレーヤーの番号を○で囲む。
　　○フリースローの時は、得点を●で消し、隣にプレーヤーの番号を書く。
　　○記入の仕方は、別紙記入例を参考にして下さい。
　②個人とチームのファウル数をA・スコアラーに伝える。
　　　　　　　　　（例：個人ファウル２、チームファウル３の時「２の３」）
　③次のような時に、ブザーを鳴らし、審判に伝える。
　　　（デジタイマーを使っているときは、ブザーを鳴らすのはタイマーでも良い）
　　○タイムアウトが取れるとき。
　　　　　　　　　　　　　　　　　立たずに合図をする(必ずスコアラーが行う)。
　　○交代ができるとき。
　　○選手・コーチが退場になるとき。（タイムアウト、交代については最後に記載）
　④オルタネイティング・ポゼション・アローの操作。
　⑤タイムアウトの回数を審判に伝える。（前半２回目と後半３回目）
　⑥タイマーが止まった後、再スタートするときに、ボールを持っている審判にＯＫサインを送る
　アシスタント・スコアラーの仕事　
　①得点した選手をスコアラーに伝える。（例：「青（Ｂ）３ポイント１５点目４番、○対○」）
　②ファウルの選手をスコアラーに伝える。（例：「白（Ａ）５番Ｐ２ファール」）
　③個人ファウルの表示（チーム→正面→チーム）
　④電光掲示板の得点入力(デジタイマーの時はタイマーが行っても良い。)
　⑤Ｂチーム(濃色チーム)のチームファウル数の表示(積み木)
　⑥Ｂチーム(濃色チーム)のタイムアウトや交代を受け付け、スコアラーに伝える。
　（例：青タイムアウト・青交代来そうです、入りました）タイムアウト、
交替ができる時期に「タイムアウト」「交代」と大きな声でスコアラーに言う。
　タイマーの仕事　
　①ゲームクロックの操作
　　○審判の笛と同時に、クロックを止め片手を上げる。
　　○４Q残り２分を切ったら、得点の後、クロックを止め、手を上げる。
　　○コート内の選手にボールがふれたときに、クロックを動かし、手を握って下げる。
　②タイムアウト１分の計測
　③次のような時に、ブザーを鳴らす。（１秒以上）
　　○第１・３Ｑの「開始３分前と１分３０秒前」
　　○第２・４Ｑ、延長の「開始３０秒前」
　　○タイムアウトが５０秒と６０秒経過したとき。
ＴＯ座席順（コートに向かって）
	ショット・クロック・オペレーター
	タイマー
	スコアラー
	Ａ・スコアラー


　ショット・クロック・オペレーターの仕事　
　①２４秒計(ショットクロック)の操作（ルール変更に伴う変更あり）
　　○攻撃のチームが変わったら、リセットをし(リセットボタンを長押し)
選手がボールをしっかり取ってまたは、ドリブルをし始めてから計り始める。
　　　※攻撃チームが変わるとは、
　　　・ルーズボール(ショットされたボールがリングに当たらないときも)になり、
ディフェンスがボールを保持した。
　　　・シュートを打ち、得点された
　　　・シュートを打ち、ボールがリングに当たり、相手チームが保持する
　　○ファウル、ヴァイオレーションがおこった時は止める。
バックコートでは２４秒にリセット、
フロントコートでは継続するが１４秒を切っているときは１４秒にリセットする。
(ダブルファールは除く)フリースローの時はリセットする。
　　○ボールが外に出たり、ヘルドボールになったときは止め、攻めるチームが変わらないときは
そのまま継続して計り始める。
　　○スローインの時、コート内の選手に触れたら計り始める。


※ルール改正に伴う変更点

ボールがリングに触れたとき 　※パスのボールがリングに触れた場合も含む
・ボールがリングに触れた瞬間に秒数の表示を消す（リセットボタンを押し続けて非表示状態にする）。
・リングに触れたあと、
攻撃側プレイヤーがボールをコントロールしたときは14 秒にリセットし、動かし始める。
防御側プレイヤーがボールをコントロールしたときは24 秒にリセットし、動かし始める。
※フリー･スローの間は、ショット・クロックは操作しない。最後のスローの後のみ、上記に従って処置する。
　②Ａチーム(白色チーム)のチームファウル数の表示(積み木)
　③Ａチーム(白色チーム)のタイムアウトや交代を受け付け、スコアラーに伝える。
　（例：白（Ａ）タイムアウト・白（Ａ）交代来そうです、入りました）タイムアウト、
交替ができる時機に「タイムアウト」「交代」と大きな声でスコアラーに言う。
※タイマーと２４秒オペレーターは、協力してゲームクロックとショットクロックの残り１０秒を
　オフィシャル席で聞こえる大きさでカウントダウンする。
また、ショットクロックの操作で、「継続」「リセット」「１４秒リセット」（シュートがリングに）「当たったリセット」「ターンオーバーリセット」、リバウンドの後「保持またはキャッチ」で
計り始めるなども２人で協力して必ずお互いに聞こえる大きな声を出す。
　タイムアウト、交代ができる時機（タイミング）
	
	シチュエーション
	交　　代
	タイムアウト

	笛
あり
	ファール、バイオレーション
レフェリータイム

ジャンプボールシチュエーション
	両チームとも交代できる
	両チームともタイムを取れる

	笛が鳴らない
	フィールドゴール成功後
	できない
	得点されたチームのみ
タイムを取れる

	
	最後のフリースロー成功後と
Ｕファール等のフリースロー後
(スローイン前)
	両チームとも交代できる
	両チームともタイムを取れる

	
	４Ｑおよび
各延長の残り２分間のシュート成功後
	得点されたチームのみ交代できる
	得点されたチームのみ
タイムを取れる


